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( 9 ) 社食主義 工 業化 の 過程 に お け る 雇用と貸金

め
る

こ

と
は

雇
用

賃
金

政

策
の

最
高
目

的
で

あ

り
､

ま

た

経
済
全

鰭
の

計

量
の

下
で

は
､

こ

の

よ

う
な

労
働
供
給

函
数
は

資
本

財
部

門
の

塵
出
高
極
大

化

と
い

う
目

的
を

茸
現

す
る

さ

い

の

重

要
制
約

(

1
)

候
件
の

一

つ

で

あ

る

と
い

っ

て

よ

い
｡

本
稿
の

目

的
は
､

こ

の

よ

う
に

雇
用
､

賃
金

計
量
の

立

場
か

ら

は

そ

れ

を
つ

き

と

め

る

こ

と
が

目

的
で

あ

り

総
合
計

童
の

立

場
か

ら

は

そ

れ

が

制
約
保
件
の
一

つ

で

あ

る

よ

う

な

計

量
化
工

業
セ

ク

タ

ー

に

た

い

す
る

労
働
供
給
函
数
の

形
を
､

中
ソ

両

国
の

経
験
に

照

し

て
､

た

し
か

め

る

こ

と

で

あ

る
｡

観
察
の

期
間
は
､

中
国
は

第
一

次
五

カ

年
計

量
期
(

一

九

五

三

-
五

七
)

､

ソ

連
は

戦

前
､

と

く
に

第
一

次
､

第
二

次
五
カ

年
計

蓋

期
(

一

九

二

八

～
九

-
三

七
)

に

限

定
さ

れ

る
｡

y
一

Ⅳ

_ Ⅳ
'

一
一

一

ムi エ 10

(

1
)

問
題

を

よ

り

具

鰹
的
に

固

式

化

す
る

と

上

周
の

よ

う
に

な

る
｡

縦
軸
に

崖

出
高
､

横
軸
に

雇

用

量

を

と

る
｡

曲
線
ア

は

も
っ

と

も

単

純

｡仇
ソ

化
さ

れ

た

形
で

全

計

量
セ

ク

タ

ー

の

生

産

函

数
を

(

資
本

設

備

は
一

定
)

､

曲

線
『

は

同
セ

ク

タ

ー

に

た

い

す
る

努

働
供
給

函

数

を

あ

ら

わ

す
｡

し

か

る

に

曲

線
『

は

結

局
､

雇

用
の

各
水

準
に

お

い

て

そ

の

雇
用

を

確

保

す

る

に

必

要
な

滑

資

財
産
出

高

の

水

準

を

示

す

か

ら

(

こ

の

滑

資

財
の
一

定

部

分
は

農
業
セ

ク

タ

ー

の

食

塩
と

交

換
さ

れ
､

計

量
セ

ク

タ

ー

の

螢
働

者
の

需

要
に

供

せ

ら
れ

る

と

み

る
)

､

雇
用

の

各

水

準
に

お

け

る

産

出

高
の

う

ち

曲

線
ア

と

曲

線
『

に

挟

ま

れ

た

部
分
の

大
き

さ

は

計

革
セ

ク

タ

ー

の

産

出
し

う
る

資
本

財
の

規

模
を

示

す
一

汁

と

に

な

る
｡

･
計

毒

雷
局
の

目

的
は
､

こ

の

部

分

を

極
大

化

す

る

こ

と
に

あ
っ

て
､

産

出
高
の

全

鰻
を

極

大
化

す

る

こ

と
で

は

な
い

｡

す
な

わ

ち

雇
用

水

準
で

い

え

ば

ん
よ

り

も

む

し

ろ

ち
を

選
ぶ

こ

と

が

そ
の

目

的
に
一

致

す
る
｡

と
こ

ろ
で

ち
の

位

置

は

曲

線
ア

が
一

定

な

ら

ば
､

曲

線
『

の

形

状
に

よ
っ

て

支

配

さ

れ

る
｡

肝

は

嘗

初
の

貸
金

水

準
に

お

い

て

雇
用
が

無
限

に

摸
大

さ

れ

る

形

を

示

す
.

が
､

貴
際
に

ほ

雇

用
が

増

大

す
る

に

伴
っ

て

貸
金

水

準
は

上

昇

す
る

こ

と

が

濠
想

さ

れ

る
｡

果
し

て

そ

う
で

あ
る

か

ど

う
か
､

ま

た

そ
の

さ

い

に

雇
用

に

た
い

す
る

貸
金

水

準
の

弾

力

性
の

大
き

さ

を

知
る

こ

と

が

計

貴

官

局
の

重

要
な

仕
事
の

一

つ

で

あ
る
｡

こ

統
計

的
観
察
に

よ

る

主

要
特

徴

は

じ

め
に

こ

の

期
間
の

両

国
に

お

け
る

雇
用

∵
賃
金
の

動
き

に

っ

い

て
､

統
計
的
に

親
祭
し

う

る

主

要
な

特
徴
を

か

～

げ

る
｡

-

､

雇
用

全

国
民

経
済
部
門
お

よ

び

エ

業
の

労
働

者
職

員

数

湖
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一 橋論叢 第四 十 二 巷 第 四競 ( 1 0)

第 1 表 雇用 と賃金収入 の 攣化 ( 中 ･ ソ)

(1)

1 9 2 8

ま た は
1 95 2

(2)

1 93 2

ま た は
1 95 7

(3)

1 93 7

( 4)

1 よ り 2

(5)

2 よ り 3

( 6)

1 よ り3

A . 雇用数 一 千 名

ソ連(;二
中国

全国民経済部門職

員労働者敏 一 年平

均(1)

大 工 業生 産人 員 一

年平 均(1)

3 . 全 国民経済部門職

員労働者敬一年末

4 . 全 国 工業 ( 除手 工

業) 職 員労働者教

一年未

丑. 年平 均賃金 収 入 - ル
ー

ブ ′レ ･

元

ソ 連

1
. 全 国民 経済部門 職

員労働者(幻

乙 大 工 業努働者(a)

ヰ
全国民経済部門職

員努働者

全 国 工 業 ( 除手 工

業) 職 員労働者

1 0
,
7 9 0

3
,
7 7 3

1 5
,
8 8 0

5
,
2 6 0

7 0 3

8 4 3

4 4 6

5 2 3

2 2
,
6 0 1

8
,
0 0 0

2 4
,
5 5 0

(4)

7
,
1 7 0

1
,
4 27

1
,
3 8 5

6 3 6

(4)
6 6 2

2 6
,
7 4 4

1 0
,
1 1 2

3
,
0 47

2
,
9 1 0

2 0 .3 %

2 0 .7 %

9 .1 %

8 .1 %

1 9 .3 %

1 3 .2 %

7
.
4 %

5 .9 %

3 .4 %

4 .8 %

1 6 .4 %

1 6 .0 %-

1 0 .6 %

1 1 .6 %

1 7 .7 %

1 4
.
7 %

資料 : (1 ) r ゐβ 抗 ぶ. ぶ. 且 g e 〃れ 抑 y- A ぷ亡αf 由f盲 紹石 d あぶf γα e亡, L o n d o n , 1 9 5 7 , p ･ 1 9 0 (2 ) Ⅱ a r r y

S c も w a T t 之
,
月 伽 ざ∫ね

,
g ぶ 抑盲¢亡 E eo れ O m y , 1 9 5 0 , p . 4 6 0 (3･) Ⅰ. L . 0 . ; アβ¢r 劫 〃ゐ ゲ エα古ク≠ r

βf α 如 亡ぬ
,
ヱ9 3 7

,
ユタ≠∂- 4β. 中国は 筆者の 蒐集 せ る公式統計 に よ る . ( 4) は 1 9 56 争

で

抑
え

た

雇
用
の

欒
化
が

第
一

∽

表
に

示
さ

れ

る
｡

雇
用
増
加

年

は

両
国
と
も

に

資
本
主

義
諸

国

の

成
長
期
に

み

ら

れ

な
い

高
さ

だ

が
､

ソ

連
で

は

第
一

次
五

カ

年
計
蓋
期
の

年
率
二

〇

%
を
こ

え

る

増

加

率
か

ら

第
二

次
の

三
･

四
%
の

そ

れ
へ

の

屈

折
が

目

立
っ

て

い

る
｡

工

業
セ

ク

タ

ー

内
部
に

お

け
る

業
種
別

雇
用

増
加
率
に

つ

い

て

も

明

ら
か

に

し

て

お

き

た

い

が
､

満
足
す
べ

き

材
料
が

な
い
｡

し
か

し
一

般

的
に

い

っ

て

重
工

業
系
統
業
種

が

軽
工

業
系
統
の

そ

れ

に

比
べ

て

雇
用

増

加

率
が

高
い

こ

と

は
､

第
二

義
の

A

で

明

ら
か

に

看
取
で

き

る
｡

重
工

業
系
統
内

部
の

相

封
的
な

雇
用
増
加

率
侶

直
々

で

あ

る
｡

多
分
こ

れ

よ

り

l
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( 1 1 ) 社 食主義 工 業鹿の 過程に お け る 雇用 と賃金
r

第 2 表 工業部門 に お け る業種別努働者数増加率 (年率) お よび 構成比( % )

J A . 雇用 増 加 率(年率)
′
′

一
へ

｢

中 国 ソ 連

B . 構 成 比

中 国 ソ 連

(1 9 5 2 - 5 6) ( 19 2 8 - 4 0)
r

へ

｢

1 95 2 1 95 6 1 9 2 8 1 9 3 7 1 9 4 0

電 力 1 9 .0( 1)

滅 鋼 1 1 .7 ( 2)

化 草 加 工 1 0 .9

L
〉

4
.0

1 5 .2

5 .4

( 1 .2)

3 .6

( 4 .0)

2 .0

( 1 .6)

4 .4

( 4 .3)

2 .3

6 .7

1 4
.
1

7 .4

1 .0

4 .8

3 .5

4 .0

2 8 .9

5 .3

､ノーー. 機 械 ･ 9 .9

金 属 加 エ

､〆■
､

･ 一建 築 材 料 8 .9

‾賢
､

･ 石 炭 6 ･2(1)

仰■

1 4 .2

(1 6 .1)

7 .5

(9 .1)

≡ 2 1 .8

(1 8 .4)

1 3 .0■

1 7 .1

(1 8 .7)

8 .1

(8 .0)

2 0 .2

(1 7 ･0)

1 1 .7

3 0 .1

6 .4

1 0 .2

1 0 .3

石 油

紡 織 5
,
0

食
■

品 1
.8

3 .7

4 .8

0 .9

2 6 .7

0
.
5

1 7 .7

製 紙 1 .4(1)

( 軽 工 ■業)

1
.
7

( 1 .5)

1 0 0 .0

1 .2

( 1 .2)

1 0 0 .0

0 .8

1 0 0 .0金 工 業 7 .7 8 .5 1 0 0 .0 1 0 0 .0

よる 計算 .
備考 : 中国 = 筆 者の 集 め た公式資 札 A , B の 数値 Fま全国工業 ( 除手工 業) . 年間平均労働者敷に

但 し (1 ) は年末敷 に よ る (2 ) l王手工 業 を ふく む . B の 括孤内ほ 磯貝労働 者 ( 年末教) に よる . ソ連 :

1 9 2 8
,
1 9 4 0 に つ い て は 中央統計局編 『蘇雑炊政樺 如 年的成就』( 北京統計出版 軌 1 9 6 7 年刊) p .

5 0
.

1 9 3 7 に つ い てむま Ⅰ･ L ･
0

･ 呼 ･
β払 に よ る . い ず れも ｢ 大工業+ を と っ た もの と思 ゎ れ る ボ比較可能

性 に若干の 問題 カ､; あ る .

け も よ 企 び び な 波 し 愛 国 を 機 の を 種 率 よ も
れ 誤 る て 就 に ら 紋 て し を こ か 械 雇 斎 別 の り つ

ば 差 ソ た 業 そ な に み い 限 の け 工 用 ら 雇 格 典 と
な 率 連 も 者 の い す る が つ よ て 業 構 し 用 差 え 決
ら が の の 数 欒

0

ぎ と
､

て う い に 造 た 構 が ら 定
二卓

▲な 大 数 で の 動 第 な き 全 観 に る も は こ 造 こ れ 的
‾い で 字 あ 中 を 三 い は 努 察

' 0

っ 明 と に の よ な
が あ を る に 全 表 こ そ 働 し 貸 と ら を た 期 う 材

÷一 ノ
､

る ふ
0

位 人 は と れ 力 た 金 も か 示 い 間
0

料
そ こ く セ 置 ロ こ を は 人 屈 俸 大 に し し の こ は

中̀･ の と め ン づ
､

の 知 此 口 用 給 き 重 て て 末 れ 第

?

よ を て サ け 弊 屋 ら 較 の の 取 い 工 い 重 の は 二

う 覚
'

ス る 働 用 な 的 範 欒 得 り 業 る 要 両 雇 表
な 悟 い 資 こ 力 敷 け 徴 園 化 者 エ と

0

な 園 用 の

留 し ず 料 と お な れ 細 に は に イ く ソ 相 の 埠 B
保 な れ に を よ ら ば な 照 目 範 ト に 建 具 美 加 に

3J J
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.′ 第 3 表 人 口 ･ 努働力 ･ 就業者数 ( 中 ･ ソ)
ノ

l

′J` で‾

( 単位百舌人) 1責苦一

中 国

L■.
1､.ノ

ソ 連

19 5 2 1 9 5 6 1 9 2 6 1 93 9 }三莞■
呈

r
( 年平均) ( 年平 軌 (1 2 ･ 1 7 セ ン サ ス ) (1 ･ 1 7 セ ン サ ス )

さ

妻彗…

A . 人 口 : P 5 9 0 .2 4 6 4 5 .7 4 1 47 .0 3
■一

√

.,
17 0 ･5 6 三■̀く′讃

B . 民 間 労 働 力 人 口 : ム 2 2 9 .7 7 2 8 7 .4 6 8 3 .7 3 82
.
7

∴モ項

1 . 農 業 努 働 力 : エα 1 9 0 .0 6 2 4 3 .1 0 7 1 .8 5 5 2 . 4 ■̀･ t･ ;駕て
:

2 . 非 農 業 努 働 カ : エれ

C . 就 業 人 口

3 9 .7 1

1 5 .11

4 4 .3 6

2 2 .3 1

1 1 .8 7
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備考 : 中国 Iま主 と して公式奄表デ ー

タに よ り筆者カミ概算. ソ連○王大部分 W a r r e n E a s o n
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き

.空竜
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〃
r ゐβ 必 ヲα ぶ牡 r β m βれf

的 d 月 e 九α 匂わ γ ゼ ロれ β仇タねy m βれ亡 ( Ⅳ . B . E . R .)
,
p ri n e e t o n lJ n i v . タr e s s

,
1 9 5 7 の 整理 な い し

こ乞うt■･
概算に よ る ･ ご毒
中国 の エα , エ ≠ は 次の ように して輿 え られ る .

タ は公 式資札 こ れ を 1 g 5 3
,
1 9 5 6 年両年 に つ い て の･ J̀

■～t

金閣経済委員合資料 (『新牽牛月刊』1 9さ7 , N o . 1 6 , p . 胡) に よ り農業人 口 , 非点差人口 に分 つ . 農業:
'プ革ヨ一環

の 努働力率 鴫 種 の 農業生産協同 船 資料 に 上り 1 9 5 2 年 胡 % , 1 9 5 6 年 4 7 % と 絡 こ の 相 加 好 て
._∈ご遷
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貴生酒水準的初歩調査研免+ 『努働』1 9 5 7 , Ⅳ 0 ･ 礼 p ･ 1 8 ) 書こ より , ま た イ ン ドの N 山 o n a l S a m p l 巳 1'芸_..S 11 T V e
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ぶα 犯肋 y 丘, V ol ･ 2 0 , P a r t l & 2 , S e p t ･ 1 9 58 ) ･ ソ連 の労働力卒ほ 1 9 2 6 年すこお い て極 掛 こ高 い ガこ, ･
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i

ゝ
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′･′
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族労働者 ( とくに 軒人) の 範 囲ガ; 不常 に 錬大 され た た め だ ろ う と E 8 S O n は み て い る (右みf d . , p p . 3 9 & ～-･
- 3 9 9 ) ･ 1 9 3 9 年 の 労働 力率は貸賃的 に は 1 9 2 6 年の 数字 を基礎 と して推計 した もの .
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他方就業人 口の 項で 公式統 計の 貸金俸給穣得者の 中に は本来 の 職業カ､; 業主で あ るもの を 多 数 ふ く む
( とく に貴民 の 出様工) ･ ソ連で ほ こ れ I王除去 して C . 1 列 が 示 して ある 方;

,
中国 で は こ れlま除去 し て

ない ･ 故 に C 項 との 重複カー; あ る . 註 (1) 年末敷 ( 2) 大工業の み
キ

.
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( 1 3 ) 社食主 義工 業化 の 過程 にお け る雇 用と賃金
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1 9 2 8 ; a l O O
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ヽ
油 田

一 綿 紡 織

← 輝械 ･ 金属
加 エ

← 食 品

靴

縫

＼
製

← 我

■指数

.5t畑

･4 00

二3 0 0

二2 0 0

ユ5 0

2 8 2 9 3 0 3 1 3 2 3 3 3 4 3 5 3 6 3 7 暦年
'10 0

資料: Ⅰ. L . 0 . ; O p . e it .

の

経
験
に

照
し
て

著
し

く

高
く
､

な

か

ん

ず
く
ソ

連
で

そ

う
で

あ

る
｡

期

間
を

細
く

み

る

と
､

中
国
で

は
一

九

五

三
､

一

九
五

六

1
七

年
が

上

昇
が

早

く
､

そ

の

他
は

軽
微
､

ソ

連
で

は

一

貫
し

た

上

昇
線
だ

が
､

第
一

次
五

カ

年
計
量
末
年
を

境
と

し

て
､

そ
の

前
後
で

や

や

上

昇
率
が

異
な
る
｡

平

均
水

準
の

業
種
別

襲
化

率
を

比

較
す

る

充
分
な

材
料
は

な
い

が
､

ソ

連
の

一

九

業
種
労
働
者
一

日

平

均
賃
金

収

入

で

み

る

と

(

第
一

囲
)

､

一

般
に

重

ユ

業
系
就
業
凝
の

上

昇
率
は

軽
工

業

j J 3



野琴･…･･ず･ ニ 卿
ノ

野､…モ.軍攣
く

チ
ヨ

簿;欝繁華賢･ミラ攣攣鰐二′,
-
J

て.渾
等禦警1 野 ゝ

▲

… ､
ぞ ヲ′･

･

こ撃 モー
.･㌔汚 野 野:-- ･毒筆:至ミー

く
叩 実習 幣 軍.才筆r.･

と･ ､

･･
十一 I一 ･′≠Jご∴号′

丁 橋論叢 第 四 十 二 巷 第四 競 ( 1 4 ) ､

キラ.覇ざ′
･ 莞き■◆′､

圃 よ 究 で は の こ き 系･ .■き‾懲､･
′ 幕 2 肝 中 ･ ソ 賃金収入格差の 相闇 で り は あ

､

貸 業 と は 統 :
ざ

…義孝r
′

r 薫き要色男毒琶蒜完芸
て

′
.
与
ウ

頚章■･

書芸 機械 胤 票
力

之
鋼鉄買要望書買毒筆宣言墓 ,二三男+

日 個 較 わ ン で に 国
0

い 速 去
; 亡

､′

茸l･1 島若賢写亨ご言空言冨 1箋室,
印刷 霊鳥

カミ要義芸雷莞姜 ㌔
‾
三
1

湧…･

10

一

叢若究嘉蓋砦克警莞是 ∴･･盛衰
莞誓究漕禦票三警晋孟

‾
､
･
二
､濁

9
醜

一

票童昌写蓋軍書蓋言圭
一
て

≡讃
ー 確 で に る 業 り

0

と 急 上 ∴･
-ニ毛賀

8
踊

雪雲吾遺著警務 呈彗墓 ･1主筆莞
た

○

者 な そ る 昇 あ の 二
二
ご三遷

の 繭 が 研 れ の 率 る 閲
′て

､ 1

‾ ＼
二

7 ‾
-

･
t

50 0 6 00 7

欝国 畑 56 習㌔ ソ ち 次
一

と て 邁 較 は
一

九
五

六

年
お

よ

ば

二

九
三
一

年
の

賃
金

改
革
に

よ

る

が
､

比

紬

は

主

と

し
て
一

九
五

六

年
と
一

九
三

七

年
に

つ

い

て

行
わ

れ
､

宜

鋼
る
｡

し
か

し
こ

の

よ

う
に

い

っ

て

も
､

比

較
材
料
は

決
し

充
分
で

は

な

く

直
接
的

観
察
で

何
ら

か

の

傾
向

を

断
定

す
る

こ

は

で

き

な
い
｡

こ

こ

で

用
い

た

の

は

二

つ

の

行
き

方
で

あ

る
｡

つ

は

多
か

れ

少
か

れ

腰
だ

め

的
に

格
差
の

傾
向

を

知
る

こ

と
､

に

こ

の

格
差
を

決
定
し

た

要
因
別
の

検
討
に

よ
っ

て

右
を

裏
打

す
る

こ

と
で

あ

る
｡

ま

ず
業
種
別

平
均

貸
金

収
入
の

格
差
そ

の

も
の

に

つ

い

て

は
､

連
で

は

前
記
一

九

業
種
の

材
料
が

あ

る

が
､

中

国
で

は

こ

の

う

資料: Ⅰ. L . 0 . ; O p . eit . 中国ほ 筆者の 蒐

集 せ る公式資料.

ち

六

業
種
の

年
間
平
均
賃
金

収
入
の

材
料
し
か

え

ら

(

3
)

れ

な
い
｡

六

業
種
と

は

銅
銭
､

馬
力
､

機
械
･

金

屋
加

工
､

紡
織
､

製
紙
､

印
刷
で

あ

る
｡

少
数
の

業
種
で

の

比

較
を
一

般
化

す
る

の

は

危
険
だ

が
､

銅
銭
､

電

力
､

機
械
は

南

国
の

こ

の

期
間
の

成
長
産
業
を

代
表

し
､

他
は

停
滞
産
業
と
い

わ

ぬ

ま
で

も

此

較
的
う
と

ん

ぜ

ら

れ

た

業
種
で

あ
っ

て

こ

の

意
味
で

の

代
表

性

ほ

も

ち

う
る

と
い

う
理

解
の

下
に

と

り
あ

え

ず
進
み

た

い
｡

こ

の

材
料
で

行
く

と
一

九
五

六

年
の

中

国
と

一

九
三

七

年
の

ソ

連
に

お

け
る

業
種
間
の

格
差
は
､



.
挙
主菜攣亨翳野･･一･

叫一三､撃ヘ ヤ
･竿二
･
;÷
■･
二 珊

ノ

ー
･

ギ′苧
L
l 幣 賢二JちL野′ご千 野 翠 粁 ､･

t

･
■･r ん′小 郡 幣 野 ･′･

i苧･--
.警
･軍. 幣
芋ゝ三野毛毒､緊 照

■.考こ･′
～く
`鼠1妄∴ ( 15 )

･

社食主 義 工 業他の 過程 に お ける 雇用 と貸金
ヱ■≡鮮ゼ≡東･
■.-㌘ ･ r､
･ 壷整

t

.-｢ と 進 の け 重

て臣
■

･
二

■

喜
‡ミキ千?て十?
㌣琵田

終墨霊曇
･妄警ン･

■

丁
′､ ′ ･ 4 0

8 . 0 0 9 . 00 10 . 00 1 1 . 00ノ
1 2 . 00

､
_
雷言テ
_..

ソ 連 ( 19 37 , 甘当り､) な

.賢･二､7 ご:
Ⅰ

言芸
0

:主
eit

こ 蓋三重等量喜
い ノ

.
t

1 ノ

ノー主.
･乙:･- /

l

主祭` 一 ′

〉
賢二:

･‾

′モ く ■

}
ヽ
'

.
:

､
づ･サ ;
ユ
シ

､･こ ゝ

一
ノーノ'†′.
レ

.
ゝ軒一

さ

転ノ･主÷.一二
準キニ.･■ 丁･ r r ゝ
′
.
ミさ
∴1
エコ
←■

際
'

収 つ お 分 賃 差 は り れ 菜 測 認 は 九
0

ァ ッ ァ は う

3J ∂



･ ･
粁 二っ- 〝･ ご 朝一i･

轡 みて郡
･

こ-･ 1
､

二∴
･ 1一汁 卜′

I イ

･
一

･･ '‾
､
-､ γ ニ ･･L ヾ-

∴' + l

Lん
11･ ′

7
1 ､ ナ

ー ー

ー 1
T･､ √

･
t

卜
亡

･
､･イ′∴- ゝ､筆立亡叫

∴ 1 選一
一 橋論叢 第四十三巷.

第 四我 ( 1 6 )

i

′ モ叢慧悪賢禁色奈 ,
ミラ覇

葦 寧蚕室垂垂章蚕室悪 友責苦苦買芸警警 葉喜
一

き
:ロ

罷 泄 詩 勤 淋 春 希 丼 藩

悪霊芸事≡≡書芸扇
音義諒

H
聾 朗 報 轟

知

牽璽璽 湘 湘 無 象 轟 轟

Ⅱ つ が つ ､

､吉 つ
→

: ･
‥

増
外
知
粟
:虫
審

蒔

嚇

雷

壷善羞≡護票琵吉 二
二

こニ三男
帯
ゆ
藻
雷
欝
『

主蓋票差喜警≡嘉 一
-

.i箋
′

は 工 造 息 な れ て 的 -.ご
て
っ
議･

( ノJ N 山 し J こ山 い し J tンj t ンJ

し J ＼C〉 い しJ ヰゝ ･lゝ し J ヰ ゝ ･Iゝ ト▲

b

召
知

さ 業 か え こ て は な
餞

き
､

に な と い 一

こ

壌
』

ト
J

q 〇

⊂れ
ー ､
I

帖

b

霹
昂
轟
謹

繋
｢

U

く⊃

>
8

担

○ヽ ･ (ノ l (′ l

○ ヽ 耕 に 高 傾 い は る 般 と ナー
:

表'

還要撃喜蜜至掛′≡≡議書1
しJ こ山 し J しJ こ山 ヰ ･ い +ゝ ヰゝ

＼8 ヰゝ ∞ Co ＼ロ ⊂〉 CO ( つ ⊂ 〉

＼8 ロ ＼ ○＼ α ) (=〉 ＼こ〉 ＼ J ､ J

しn ト▲ トー C O U r ･Iゝ ･1 ゝ
N

+ゝ し ) 一ト ･1ゝ -ト _ト _ト .J ゝ ヰ ゝ
＼J ＼〇 (′ t U r O ＼

＼ J こn ∞ ∞

･ト ＼○ トJ ト+ ＼ J ト▲ (:カ ー▲ トー

しJ O :〉 ､ J C o ＼
､○ ト ▲ し J

し J

U ヽ ヰ ゝ (′ l (

.
ハ L n (ノr L n (

.
ハ し′l

○ ヽ ○
､

＼ N N - ト レ l .1 ゝ ロ ＼ ○ ヽ

N C O O ⊃ C o (: 0 ( ノ｢ 〔か ∞

+ ゝ

汁
∞ N u ∞ り N N

童轍≡警
･三三箋

_
○ ( し 金 こ の 種 た こ

一.
｡

華批雲量,一頭
慧

華掛
壬■二項

八 銭 閲 の 日 園 種 賃 七≡
､

`

←

3 Jβ
･
■
-:･ら責

‾
∴

.ぜ
雫

'

､′
三ね

ノ
ご責柔-
､

′
と や

'

孟霊芝妄昌芸窒≡萱≡
惑
+

ワ ¶ か ¶ N N 叫 ¶ ¶ 叫

ー
＼ロ ･1

ゝ N N ( n ＼ J ･Jゝ ＼〇 ＼8

声 ■皇 ゝ 毛 蟹 畠 ㌫ b 現 況

＼

.D
＼ I ∞ CO 〔の ＼8 0 :) ＼0 ＼8

N ( ノ1 ･I
ゝ ･ Fゝ ( )〇 ⊂ 〉 0 〇 しJ く一J

ヰ ゝ ヰ ゝ ○ ＼ ロ ＼ U q C O N レ l ロ ＼

⊂ 〉 ∞ ヰ ▲ ･Iゝ ∞ ⊂) ＼8 (= 〉

ト▲ トー ト▲ ト▲ トJ
＼

､ D ＼○ ⊂) ⊂ 〉 ⊂〉 ト
ー トー

＼
. 0 ＼0 しJ ､ J ヰゝ ⊂〉 ⊂ 〉

､ J ト⊥ ⊂) ヰ ゝ _lゝ⊂) ⊂ 〉 ⊂) ⊂ 〉

l

トー ト▲ ト▲ トー トJ トJ ト▲ ト▲ ト
ー

N N しJ い こ山 し J む J しJ しJ

＼ I ロ＼ ⊂ 〉 ⊂) ⊂) ト▲ トJ N N

くノt しn U I U ヽ

く′t

くコ＼

N

∞

ト▲

0 0

8
†1-亡T■
壌



キ

+ †
一
J √

ち

淋
い

淋

ヾ

拓
-

諾
-

塀
簿
醤
H
湘
胡
落
雪

桝
錬
輔
紗

山

仰

紗

胡
散
什

苛

湘

南

漕

謬

紗

鶉

コ

琵

澱

討

幕

(

鯨

轟

噛
)

淋

8

詮

鵠

コ

古

巣

執

事

(

鯨

轟

償
)

番

頭

事

(

鯨

昼

食
)

い
.

山

○

い
.

〇

い

N
一

い

○

や
N

h

(

N

-
.

ヰ

故
)

ひ
.

¶

○

(

N

-
.

山

硬
)

N
.

N

∞

(

N

〇
.

¢

認
)

山

一
○

(

N

〇
.

〇

Ⅶ

8

千
早

h

(

N

〇
.

い

硬
)

山
.

い

ひ

(

N

〇
.

¢

認
)

ー

‖

加

8
-
汀

食

P
N

O

(

N

-
.

仇

竣
)

叫
牟

○

(

N

-
.

い

故
)

ヰ
.

〇

N

(

N

-
.

-

故
)

γ
h

O

(

N

-
.

〇

韻
)

か
.

ぃ

ぃ

(

N

〇
.

¢

故
)

一

千
¢

○

(

N

〇
.

阜

認
)

や
0

0

(

N

〇

.〇
認
)

γ
¢

○

(

N

-

b
故
)

沖
¢

u

(

N

｢
阜

認
)

ー

ー
.

h

O

(

N

㍗
加

認
)

-

〇
.

〇

∞

(

N

γ
ひ

故
)

γ
か

○

(

N

リ
リ

認
)

一

山

. 〇
〇

(

-

い
.

〇

韻
)

ー

‥

山
.

N

-

‥

い
.

い

ー

‥

い
.

山

f( 1 7 ) 社食主 義工 業化 の 過程 に あけ る 雇用と貸金

雑

学
雷
-

○

日
O

n

S
O

F

弓

弓
N

‖

ト

乱
写

㌻

賢

哲
e

邑

ぎ
叫

冨
､

付

言
e

g

e

→
.

ウ

訂
司

ゴ
ロ

阜
-

冨
】
-

ワ

一

声

と

な

る
｡

も

し

製
粉
と

紡
織
の

第
一

級
賃
率
が

等
し
い

と

す
る

と
､

さ

き

に

み

た

賃
金
収
入
タ

ー

ム

の

格
差
は

大

半
賃
率
の

格
差
で

説
明
で

き

る

こ

と

に

な
る
｡

ソ

連
で

は

公
表
材
料
は

逢
か

に

乏
し
い

が
､

一

九
三

一

年
の

賃
金
改
革
の

目

的
が

石
炭
､

石
油
､

金
属
製
錬
､

機
械
製
作
等

の

重
工

業
業
種
に

有
利
に

賃
率
格
差
を

決
定
す
る
に

あ
っ

た

こ

と
､

こ

の

と

き
の

鰹
系
が

基
本
的
に

は

戦
後
ま
で

推
持
さ

れ

た

こ

と
､

ま

た
一

九
五

六

年
の

中
国
の

賃
金
改
革
が

格
差
に

つ

い

て

は

こ

れ

を
モ

デ
ル

に

し

た
こ

と

を

想
起
す
べ

き

で

あ

ろ

う
｡

異
等
級
賃
率
聞
の

格
差
の

開
き
に

つ

い

て

は
､

再
び

業
種
別

各
貸
金

等
級
基
本
賃
金
表
が

役
立
つ

｡

こ

の

鶴
鮎
で

の

計
童
嘗
局
の

意
図
は
こ

の

表
に

示
さ

れ

た

各
業
種
に

お

け
る

第
一

級
賃
率
と

最
高
級
賃
率
と
の

比

率
の

相
封
鈎
大
き

さ
､

お

よ
び

各
等
級
間
の

貨
車

の

逓
増
率
(

あ
る

い

は

高
)

に

反
映
す
る
｡

第
四

表
と

第
五

表
と

で

両
国
の

銭
鋼
業
に

お

け
る

最
低

重
商

項
率

蒋
羞
が

此
薮
で

き

る
｡

ま

た

各
等
駿
問
題
増
車

も

最
高
級
近
く

で

累
進

的
な

ソ

連
に

比
べ

中
国
で

は

累
進
率

は

大
慣
等
し

い
｡

し
か

し

異
等
級
間
格
差
を

よ

り

現
書
的
に

抑
え

る

に

は

さ

ら
に

貸

金
決
定
の

支
配

的
な

手
綬
の

差
お

よ

び

出
来
高
制

貸
金
の

普
及
度
の

差

を

考
慮
に

入

れ

な

け
れ

ば

な
ら

な
い
｡

ソ

連
で

は

出
来
高
沸
別
の

方
式

と

し

て

通
常
の

比

例
的
出

丞
日

岡

排
制
だ

け

で

な

く
､

そ
の

成
績
の

向
上

と

と

も
に

基
本
賃
率
が

累
進
的
に

引
き

上

げ

ら
れ

る

累
進
出

番
向

排
削

が
一

九
三
一

年
九

月
の

賃
金
改
革
で

企
て

ら

れ
､

そ

の

資
施
範
囲
は
一

九
三

五

年
の

ス

タ
ハ

ノ

フ

運
動
と

と

も
に

急
激
に

瑛
大
し
た
｡

一

九
三

八

年
年
頭
の

大
規
模
工

業
の

資
料
で
､

努
働
者
紙
数
の

四

三

%

が

比

例

出
爽
高
沸
制
､

三

二

%

が

累
進
出
来
高
排
制
の

適
用
を

う
け

た
｡

中
国

で

は

出
爽
高
沸
制
そ
の

も
の

の

導
入
が

漸
く
一

九
五

六

年
の

貸
金
改
革

で

本
格
化
し
､

同
年
の

国

営
工

業
努
働
者
中
の

出

丞
日

岡

沸
利
通
用
者
の

比

率
は

四

丁
八

八

%
で

あ
っ

た
｡

累
進
出
来
高
沸
制
は

中

国
で

は

好

■7

ま
れ

ず
ほ

と

ん

ど

普
及
し
て

い

な
か

っ

た
｡

こ

の

よ

う
に

し
て

異
等
殻

別
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第 7一表 B e r g s o n , H o e 丘d i n g に お け る農工 収入 水準の 比較 ( ソ連)

i 1 9 2 8 】 1 9 3 7

､ A . 農民 m a n- y e a r あ た り
"

眞苦
”

収入

1 . m a n- y e a r あ た り賓際 収入 3 3 2 ル
ー ブ′レ 1

,
7 6 0 ′レ

ー

ブ ル

a . 内農場 収入 の 占め る 割合 7 4 % 8 8 %

も. 内 農場外 収入 の 占 め る 割 合 2 6 % 1 2 %

2 . 葺物 収 入 部 分 の 再 評償檜

a . 平 均 生 産 者慣棉 に 封 す る 小 安債椿 の 開き 約50 % 5 2 %

b . 再 評 償 檜 79 ル ー ブ ル 4 さ;0 ′レ ー ブ ル

3 . 貨幣収入 部 分 の 再 評倍増

a ･ 農村小 安物偶に 封 す る 都市小 菅物偶の 開き 約3 5 %

b . 再 評償 檜 6 1 ル
ー

ブ ル

4 . m a n- y e a T あ た り
"

眞賓
”

収 入 (1 ＋2 b ＋3 b) 47 2 ル
ー

ブ ル 2
,
2 4 0 ′レ

ー ブ ル

B . エ 業労働者 の 年平均貸金 収 入

1
. 金 工 業 ( 努働者職 員) 3

,
0 0 5 ′レ

ー

ブ ル

2
. 全 工 業 ( 労働者) 8 2 3 ル

ー

ブ ル 2
,
8 2 0 ル

ー ブ ル

3
, 不 熟練 工 を多数使 用す る 業種 木 材 工 業 7 3 2 ノレ ー プ ノレ

小 規模 工業 6 37 ノレ ー ブ ル

一▼き二‥l 資料 : 1 9 2 8 年 に つ い て は 0 . Ⅱ o e 丘d i n g : ぶ0甘盲e£ 肋 触 れ αg 血 e ∂飢 ¢ α乃 d ア 叩 d w β亡如 J 甜 g , C ol l l m b i a

ロn i v . P r e s s
,
N

.
Y
り
1 g 5 も p p . 6 3- 7 2 ; 1 9 3 7 年 に つ い て ほ A . B e でg S O n : ぶ 抑 g βf 肋 f右∂乃 α吉

血 仰 m 8 α乃d クγ8 血βf れ ∫9β7
,
C ol l l m b i a lJ n i v . P r e s s

,
札 Y

リ
1 9 53

, p p
. 6 8 - 7も p p . 1 4 6 - 1 4 8 .

備考 : E o e 丘 d i n g は農 工収 入水準 の 最終的且較を A . 4 . の 数字 と B の 諸数字 とに つ い て行 っ て い るカミ ,
B e r g s o n は 最終的比較の た め に は こ れ ら雨瀾 の 比較- こ加 え て 次の 諸鮎 を考慮 すべ き だ と い う立場で あ

る .

(1 ) A . 2 . a
.
の 開き 6 2 % は生産者慣椅にた い し農産物取 引∃党率 を考慮 した と きの 開 きIこ止 り , 更′

に 小安段階で 生ず る マ ー ジ ン を考慮 して い な い . これ を 加え る と農 民の
"

眞箕
”

収入 ほ更 に大きくな

る . (2 ) 都市農村 の 自家所有住宅 で の 居住 の 差 を考 え る と農村の 相 対的収入は 更に大 きく な る .

他 方 B e T g S O n の 場合 に I土 A . 3 の 都市農村物償差 ほ考慮 され て い な い . 食糧 に つ い て ほ債椅水準は

ほ ゞ 同 じで あり , そ の他品種に つ い て ほ農村の方 が都市よ り敷パ ー セ ン ト高い とみ る .

一章警蓋重要撃壷藁葺彗
■

誓書重責蓋吾妻書蓋…
･

冨書芸蓬毒筆毒裏芸護圭;≡重宝買言責よ蓋
3ヱ9
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た
｡

バ

ー

グ

ソ

ン

は

こ

の

時
期
に

お

い

て

都
市
､

農
村
間
あ

る

い

は

異
っ

た

職
業
間
に

お

い

で

移
動
の

自

由
が

存

在

し

た

と
.
み

な

し
､

従
っ

て

こ

の

二

つ

の

値
は

均
等
化
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

と

考
え

た
｡

し

か

し

計
測
作
業
の

結
果
は
､

一

九
三

七

年
に

つ

い

て

は

ほ

ゞ

期
待
通
り
の

結
論
を

え

た

が
､

一

九
二

八

年
に

つ

い

て

は

そ

う
で

は

な

か
っ

た
｡

そ

の

年
に

は

農
民
の

々

虞
賓
″

収
入

水

準

は

ど

う
し

て

も
エ

業
労
働
者
の

そ

れ

に

近

似
の

高
さ

を

う
る

こ

と

が

で

き

な
か
っ

た

(

第
七

表
)

｡

｡

の

作
業
で

明
ら
か

に

疑
問
符
を

打
つ

べ

き

鮎
は

農
工

間
収
入
水

準

湖

の

比

較
が
一

年
の

幅
で

行
わ

れ
､

ク

正

常
〃

収
入

水
準
で

の

比

較
が

考

慮
さ

れ
て

い

な
い

こ

と

(

推

計
者

白

煙
も

認
め
る

よ

う
に
､

一

九
二

八

年
は

平

年

作

以

下
の

年
で

あ

り
､

一

九
三

七

年

は

異

償
な

豊

作
年

で

あ

っ

た
)
､

ま

た
こ

の

比

較
が

あ

ま

り

に

も

P

g

g

岩
g

告
-

く
2

な

範
囲
で

行

わ

れ
､

労
働
力
移
動
の

観
鮎
か

ら

意

味
の

あ
る

よ

う
な

範
囲
で

行
わ

れ

な

か
っ

た
こ

と

等
で

あ

る
｡

し
か

し
こ

れ

ら

を

修
正

す
る

作
業
は

さ

し

あ

た
っ

て

で

き

な
い
｡

中
国
で
一

九
五

七

年
い

ら
い

公

式
に

行
わ

れ

た

農
工

収
入

水

準

弟 4 間 世帯 1 人 あ た り平均職工 ･ 農民収

入 相封水準 の 攣化 ( 中国)

55

5 4

5 5

5 3

甘

5 6

由 全国

江蘇省
■

53

5 2

5 字
l

､

5 2

19 0 元

職工

15 0 17 0

壌
月
元

120

､10 0

,8 0

ら紳
1 30

資 料お よび註 : 江蘇省 ( 江蘇省労働局 ｢ 江蘇省工兵生酒水準

的初歩調査研究+ 『労働』1 9 5 7 , Ⅳ 0 . 2 1 p . 1 8 ) ほ 現行

償希表示 , 吉林省 (吉林省姪計局 ｢ 吉林省解放前を土工農

生活水準的比較+ 『統計工倖 . 1 9 5 7
,
Ⅳ 0 . 1 4

, p . 1 4) お

よび 全国 ( 国字統 計局研究室 ｢ 我国 国民収入生産和分配

的初歩研究+ 『統計研究』1 9 5 8 , N o . 2 p . 1 3) lま 1 9 与2

年債祐表示 .
■また 全図の 材料 は収 入 で な く治費水準 を此

較 した も の , こ れ は 国民所得堆 計の 材料 と全図 の 職工 ,

貞民敷資料 にも とづ く計算とみ られ る . 江蘇省 , 吉林省

の 資料 で は収入 の 包括範圃は 必ず しも明放 で な い . ただ

前者 の 職工 収入は 賃金部分 の み の 計算で ある こ とガ; 明 ら

か で ある .

の

比

較
は

こ

れ

と

は

趣
を

異
に

す
る
｡

此

較
す
べ

き

も
の

と

し

て

農
民
一

人
あ

た

り

平
均
収
入

(

農
業
生

産

協

同

組

合
の

社
員
分
配

分
と

個
人

副
業

収

入
｡

自

営
貴
民

の

場
合
に

は

明

示

さ

れ

な

い

が
､

純

収
入

よ

り

農
業
税
､

新

投

資
資
金

を

差
引
い

た

洩

除
と

み

て

よ
い

｡

)

と

都
市
労
働

者
一

人

あ

た

り

平
均
貸
金

が

と

り
あ

げ
ら

れ

た

こ

と

も

あ

る

が
､

決
定

的
方

式
は

そ

れ

ら
を

い

ず
れ

も

世

帯
員
一

人
あ

た

り

平

均
の

タ

ー

ム

に

な

お

し

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

概
念
で

の

農
工

収
入

水

準
の

r
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格
差
が
､

農
民
一

段
と

勢
傲
者
一

般
､

あ
る

い

は
､

低
等
級

勢
傲

者
と
の

問
で
､

○

諾
ユ
i

ヨ
e

に
､

ま

た

地

域
別
に

検

討

さ

れ

た
｡

結
論
と

し
て

農
民
一

般
と

螢
働
者
一

般
の

椅
差
は

債
格
差
を

考
慮

せ

ぬ

と

き

大

健
一

封
二

が

安

富
で

あ

り
､

そ

れ

と

低
等
級

努
働
者

の

格
差
は

慣
格
差

を

考
慮
し
て

著
し

く

捺
近

す

る

と
い

う
の

で

あ

る

が
､

輿
え

ら

れ

た

統
計
的
材
料
は

充

分
で

あ

る

と
い

え

な
い
｡

･
第
四
囲

は
一

九
五
二

-
五

六

年
の

期
間
に

お

け

る

農
工

間
相
封
収
入

水
準
の

攣
化
を

示

し

た

も
の

で

あ
る
｡

年
々

の

変
化
は

著
し
い

(

と

く

( 21 ) 赴倉 主義 工 業化 の 過程に お け る雇 用 と貸金

東 5 取 地域別世帯 1 人 あた り平均職 工 ･ 農民収入 相封水準

( 中国 一 1 9 5 5)

臼二蘇
(上海を含む)

＋

挟西

江蘇
( 上 甑 除 く)

- 遼寧
-●

河北
●
( 天津を 含む)

全 国平均

河北
(天津を除く)

よ

湖北
ナ

ナ

四川

食
民 元

1 40

1 20

l0 0

名0

1 40- 16 0 18 0 2 0 0 2 20 2 4 0 元

職エ

60

資料お よび 荘‥ 統計工 作費料宝 ｢ 闇於工農生活水準問題+ 『統 計工作』1 9 5 7 , Ⅳ 0 . 1 3 ,

p p ･ 4- 5 .1 9 56 年の職工工 費統計 , 職 工家庭収支調 査, 農民 家庭収支調査等 の 資
料を 並理 した もの . 島民の 自家滑安部分 は庭 先債務 で な く小菅慣頼で評慣 して い

る .

に

全

国
よ

り

も

地

域
に

お

い

て
)

が
､

そ
れ

は

か

な

り

の

程
度
に

短
期
的
要
因
に

よ
っ

て

説
明

可
能
で

あ

り
､

そ

れ

ぞ

れ
の

地

域
範
囲
に

お
い

て

数
年

問
の

幅
で

み

る

時
に

は
､

相
封
水
準
の

不

規
則
性
は

よ

り

少
く

な
る

だ

ろ

う
｡

短
期
的
要
因
と
い

う
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は

主
と

し
て

農
業
に

お

け
る

収
穫

の

豊
凶

(

全

国

的
に
一

九

五

二
､

五

五

年
は

豊

作
､

一

九

五

三
､

五

四

お

よ

び

五

六

年
は

不

作
)

､

貸
金
改
革
(

と

く

に
一

九

五

六

年
の

急

激

な

賃
率
の

引

き
上

げ
)

を

指
す
｡

他
方
地

域
間
の

相
封
水
準
の

差
は

明
ら
か

に

長
期
的
要
因

に

よ
っ

て

腐
ら
さ

れ

た

も
の

で

あ
る
｡

第
五

圏
に

み

ら

れ

る

よ

う
に
一

般
に

沿

岸
の

曹
工

業
地

得
で

は

相
封
水
準
は

工

業
努
働
者
に

不

利
に

奥
地
の

新
工

業
地

帯
で

は

逆
に

そ

れ

は

有
利
に

な

る
｡

こ

の

よ

う
な

関
係
は

工

業
化
の

進

展

と

と

も
に

攣
化
し
っ

つ

あ

る
が
､

短
期
的
に

は

比

較
的
固

定
し
て

い

る

と

み
て

よ
か

ろ

う
｡

相
封
収
入

水
準
の

大
き

さ

に

つ

い

て

は
､

以

上
の

よ

う
な

甚
し
い

分
散
が

み

ら

れ

る

情
況
の

下
で

は

勿

論
全
国
的
､

全
期
間
的
に

嘉
一

な

数

字
を

示

し

え

な
い

が
､

一

九
五

七

年
の

農
工

収
入

水
準
の

此
較
に

か

ん

す
る

議

論
の

結
果
､

両
者
の

此

率
と

し
て

債

一

.⊥

格
差
を

考

慮
せ
ぬ

と

き
一

封
二
､

一

慣

格
差
を

滑
去
す
る

と
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一 橋論叢 弟四十 二 巷 第 四競 ( 2 2 )
, トラ

､

.
メ :

一 幕 8 表 職 員 ･ 努働者貴賓貸金 ･ 一 人 あた り資質滑費 お よ び国民
一

人 あた

遍

モ

蔓

竜

丑
■

り主要物資生産高 ( 中国)

い9 52 1 9 5 3 j 1 9 5 4 い9 55 】1 9 5 6 1 9 5 7

A ･ 資質貸金 ( 公式)

1 . 名 目賃金 (年間元) 4 4 6 ･0 49 6 .0 5 1 8 .7 5 3 4 .3 6 1 0 .6 6 3 5 .6

2
. 同 指 数 1 0 0 .0 1 11 .2 11 6 .3 1 1 9 .8 1 3 6 .9 1 4 2 .5

3
. 公 式 生 計 費指数 1 0 0 .0 1 05 .6 1 06 .9 1 0 7 .3 1 0 7 .1 1 0 9 .2

4 . 公 式 茸賃貸金指敷 1 0 0 .0

B .

一

人 あた り資質治 安

1 . 絶 封額 (1 9 5 2 慣蒋元) 1 67 ･7

1 05 .4 1 0 8 .8 1 1 1 フ 1 2 7 .8

17 6 .6 17 7 .9 1 7 9 .9 1 9 9 .8

1 3 0 .5 ▲-さ

ノ

2 8 0 .6

2 . 同指数 1 0 0 .0

､C . 国民 一

人 あた り主 要滑

費物資生 産 高

1
. 食塩 ( k g ) 2 6 1 ･6

1 05
.
3 1 0 6 .1 1 07 .3 11 9 ユ

2 6 0 .5 2 6 0 .1 27 6 .8 2 8 2 .8
･

2 ･ 食用 食 塩滑 費 (k g ) 2 2 7 .0 2 3 4 .3 2 4 4 .6 2 6 2 .2

a . 農 村 ク 2 18 .2 2 27 .2 23 9 .4 2 5 8 .9

b . 都市 ク 2 8 4 .8 2 7 9 ユ 27 8 .4 2 8 2 .4

3 ･ 砂 糖 (k g ) 0 ･7 6 1 .3 1

4
. 食用 油 (k g ) 6 .5 7 .5

5 . 綿布 ( メ ー

ト レ) 1 .6 6 1 .6 7

6 . 紙 ( k g ) 0 .9 1 1 .8 5

備考 : A 項 Fこ つ い て は統 計研究資料室 ｢ 1 9 5 7 年市場物債的欒化情況及其封入民生法的影響+ 『統 計研 究』

1 9 5 8
,
N o . 4 . p p . 2 5- 2 6 , B 項 に つ い て lま国字統計局研究室 ｢ 我国国民収 入生産和分配的初歩研究+ ′声

｢ 統計研究+ 1 9 5 8
,
N o . 1

, p
. 1 3 . C . 1 1 ま国家統計局公報 に よ る 計算 ( モ ミ つ き) . C . 2 は統 計 工 作

研究室 ｢ 我国糧食統購統錦的基本情況+ 『統計工作』1 g 5 7 , Ⅳ 0 . 1 9 , p . 2 8 - こ お け る食塩年度単位の 計

算 . C . 3- 6 第1 次 5 カ年計量成果 に か んす る公報で 計算( 手 工業生産 をふ くむ) .
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モござ三

ち
r, 1 J･

_恕主 に･ か 攻
､
た三 ･

第 争 表 職員 ･ 螢働者賓貿賃金
･ 国民 一 人 あた り主要物資 出 れ 善

ー

藍
‾
二

生産高 ( ソ 連) 孟だ芝草
1 9 2 8 l 19 3 7 喜

0

蓋嘉
3
,
14 0 蓋 た三

.一方､
A ･ 箕質貸金 ( チ ャ プ マ ン)

泰卦J l . 名 目賃金 ( 年間 ･ ′レ ー

ブ ル) 7 7 5

10 0

10 0

一ぎゝ

-

2 ･ 同指数 4 05 基 ( か
り= 丁

. 3 . 生 計 費指 数
毒

害
.

1

乱 19 2 8 年 滑 費 型 ウ エ イ ト

本 ソ

三;三撃墓璧
58 芸 よミ

てキI b . 1 9 3 8 年 滑 費 型 ウ エ イ ト
∧
て

_■i.‾
■1■
7■ 4

. 賓質賃金 指数

L. 粁･
a ･ 3 ･ a に よ り デ フ レ

ー

ト

10 0

10 0
1

暫
∴
γ

b . 3 . b に よ り デ フ レ
ー ト 10 0 8 2 労 う あ

賢.
■ B ･ 国民

一

人 あた り主 要滑費物資生産高

空崇し ニ 1 . 食塩 ( 軸) 48 5

萱喜登撃萱
､㌘ニー_

軒

2 ･ 食用食塩滑費 (k g )
声タ

= '

i芸三;三
･富･二･ 3 . 砂糖 (女 g) 6 .3

転 .

4 ･ 毛織 物 ( メ ー ト ル ) 0 .6

≡忘 ノ
･ 5

. 綿布 ( メ ー ト レ) 1 8 .4 2 0 . 9
▲
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6
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一 橋論叢 第 四十 二 葛 第四境■て2 4 ),

第 10 衰 勢働者世帯 の 平均世帯

員数( m) ･ 就業者数(几) ( ソ 連)
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資料 : S ･ S eh w a 一之
,
O p . C i t

リ p . 1 叫 p . 1 4 5 .

に引用 され た標 本調査 に よ る .

幣
賃
金
の

格
差
を

紆
少

し

た

程
度
は

大
し

た

も
の

で

は

な
い

か

と

(

6
)

思

わ

れ

る
｡

資
質
賃
金
の

牽
化
と

な

ら

ん

で

国
民
一

人

あ
た

り

平
均
で

み

た

主
要
滑
費
物
生

産
高
を

み

て

お

こ

う
｡

そ

れ

は

資
質
貸
金
の

何
ら

か

別
の

尺

度
と

し

て

考
え

て

い

る

の

で

は

な

く
､

む
し

ろ

そ

れ

に

ょ
っ

て

国
民
一

人

あ

た

り
､

あ

る

い

は

就

業
人

口
一

人

あ

た

り

(

就

業
率

一
定

と

し
て
)

の

資
質
収
入

を

代
表
さ

せ
､

そ

の

欒
化
と

貴
質
貸
金
の

欒
化

を

比

較
し
ょ

う
と
い

う
悪

因
に

も

と
づ

く
｡

こ

こ

で

は

両

国
と

も
一

人
あ

た
り

生

産

高
は

微
少

な

率
で

上

昇
し

て

ぷ～4

螢
苦
に

満
ち

た

作
業
で

あ

り

敬
服
に

値
す
る

が
､

作
業
の

結
論
が

人
を

驚
か

す
よ

う
な

数
字
で

あ
っ

て

み

れ

ば

(

こ

れ

ら
に

つ

い

て

は

彼
女
白

.

身
は
い

く
つ

か

の

説
明

を

用
意
し

て

い

る
)
､

通
常
の

推
計
作
業
で

は

看
過
さ

れ
る

よ

う
な

問
題
鮎
も

改
め
て

と

り

あ

げ

ね
ば

な

ら

な
い
｡

償

椅
サ
ン

プ

ル

の

性

筆

数
や

両

年
の

滑
費
型
決
定
資
料
の

代
表
性
等
が

こ

れ

で

あ
っ

て
､

わ

れ

わ

れ

は
一

九
三

七

年
の

資
質
賃
金

指
数
が
一

九

二

八

年
よ

り

低
い

こ

と

は

認
め
て

も
､

そ

の

具
燈
的
数
値
に

つ

い

て

は

な
お

留
保
を

お

き

た
い

と

思
う
｡

資
質
賃
金
の

向

上
が

生

計
費
指
数
の

上

昇
に

よ

り

阻

ま
れ

る

と

い

う
事
態
は
､

貨
幣
貸
金

収
入
で

み

ら

れ

た

産

業
間
､

個
人

間
格

差
に

ど
の

よ

う

な

影

響
を

輿
え

る

か

も

問
う
べ

き

鮎
で

あ

ろ

う
｡

正

確
な

測
定

資
料
は
こ

こ

で

も

存
在
し

な
い
｡

し
か

し
そ

れ

が

貸

金属加 工電 力域 鋼

12 0 .4

1 4 1 .2

1 7 .3 %

1 2 7 .1

1 4 3 .9

1 3 .2 %

1 2 7 .7

1 4 1 .3

1 0 .7 %

( 1) 中 国(1 9 5 6)

(2) ソ連(1 9 3 7)

(3) (2 - 1)/ 1

い

る
｡

厳
密
な

意
味
で

賓
質
収
入

の

欒
化

の

尺
度
と

な

り

う
る

の

は

食
用

食
糧

滑

費

高
だ

け

だ

が
､

こ

こ

で

も

同

じ
こ

と
が

い

え
る

(

第

八

表
の

C

項
､

第

九

表
の

B

項
)

｡

(

2
)

A

官
p

冒

ロ
e

→

粥

旨
ロ
‥

づ

訂

哲
3
ト

?

ヘ

ミ
ー

Q

Q

ヽ

哲
急
乳

首

♂
慧
叫
〉

H

賀

畠
.
a

C
n

ご
1
一

勺
r

e
払

∽
〉

-

望
丁

干

(

3
)

さ

ら
に

こ

の

業

種
は

ソ

連
で

は

｢

大

規
模
工

業
+

中

国
で

は

手
工

要
を

除
く

全

国
工

業
の

範
囲
で

と

ら
れ

て

い

る

が
､

こ

の

範
囲
の

差

は

資
質
上

大
し

た

影
響

を

輿

え

な
い

と

思
わ

れ

る
｡



(

4
)

哲
甲
ロ
ー

①

叫

P
e

諾
蒜
O
t
t
〉

召
出

両
e

繁
昌
O
t

喜
e

仏
}

ヨ
､恥

恕
e

計
賀

Q

ヽ

昏
3
Q

邑
記

§
軋

哲
邑
丸

亀
軋

己
-

呂
P

y

-

諾
P

(

5
)

紡
績
業
貸
金

収

入

を
一

〇

〇
と

す
る

他

業

種
の

そ

れ
の

指

数
は

前

頁
下

段
の

真
の

如
く
で

あ

る
｡

(

6
)

出

訂
1

慧
○

β
､

Q

や

Q

早
○

訂
り

い
.

の

槍

紆
を
み

ょ
ひ

中

国
で

も

ほ
ゞ

そ

れ

が

あ

て

は

ま
る

.
｡

( 2 5 ) 紅骨董義工 業化 の 過程 に お
■
I■ナる 雇用 と貸金

第 6 圃 平均貸金攻 入 の欒化 と格差 の 欒化 の 相関 ( ソ 連)

石 油
l

芦材合板

麻製品
石炭

▲

●

鉄現

綿製品

､

菓子

一
機械 ･ 金属加工

毛製品
､

製紙
■

印刷
よ

製靴縫裁

1 0 . 9

飴 格差の 変化率 〔(恕3 ･ ′ (訟) 2 8)

3

2

平
均
賃
金
収
入
の

変
化
率
(

㌣

沙

資料 : 貸金榛差 ‥ A ･ B e r g s o n : r ゐβ ぶ̀ γ 伽 e舌伽 γ e げ ぶ〃γオβf l鞄 g βタ, p . 1 0 1 .

水準襲化率 : Ⅰ･ L ･ 0 ･ 豆占砧 .
,
1 9 3 7 .

p p
. 1 6 0 - 1 6 7

. ( 月間平均を と る)

三

貨
幣
賃
金

現

象
の

説

明

両

国
の

雇
用
､

貸
金
の

動
き

に

つ

い

て

観
察
さ

れ

た

以

上

の

諸
特

徴
(

お

よ

び

そ

の

あ

ら

わ

れ

方
の

量
的
な

差
)

に

っ

い

て

は
､

経
済
的
に

意

味
の

あ

る

統
一

的
な

説

明
が

な

さ

れ

ね

ば

な
ら

な
い
｡

説
明
の

試
み

を

貨
幣
賃
金

現

象
と

資

質
賃
金

現

象
と

の

二

つ

の

局

面
に

分
け
て

進
め

る
｡

第
一

の

局

面
の

説

明
の

た

め
に
､

次
の

よ

う
な

仮
設

を

か

ゝ

げ
る
｡

｢

社
禽
主

義
工

業
化
の

こ

の

段

階
に

お

い

て

は
､

雇
用
量
の

増

加
は
つ

ね

に

貨
幣
賃
金

収
入

椿
差
の

瑛

大
を

斎
ら

し
､

格
差
の

損
大
は

ま

た

平

均
貨
幣
賃
金

収
入

水

準
の

上

昇
を

も

た

ら

す
｡

+

こ

の

仮

設
は
､

H

雇
用

量

欒
化
と

椿
差
の

欒
化
と

の

相

関
､

肖

格
差
の

欒
化

と

平
均

賃
金

収
入
の

欒
化

と
の

相

関
､

肖

雇
用

量
欒
化

と

平

均
貸

金

収
入

と
の

相

関
の

い

ず
れ

か

二

つ

が

充
分
に

認
め
ら

れ

る

と

き
に

は

統
計

的
に

は

澄
明

さ

れ

た

こ

と
に

な

ろ

う
｡

わ

れ

わ
れ

は
こ

の

う
ち
の

H
に

つ

い

て

検
討
の

材
料
を

も

ー
八

J

っ

て

い

な
い

か

ら
､

持
と

肖
に

関
心

を

集
中

す
る

こ

と

に

詔



⊥ 橋 論叢 第四 十 二 者 第 四蟹 ( 2 6)

第 7 間 貸金収入 と雇用 と の 相関 (1)

A ･ 中国全国民経済部門静働

者職員
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3 ββ

な
る
｡

ま

ず
肖
に

つ

い

て

は

中
国
で

は

材
料
が

な
い
､

ソ

連

で

は
バ

ー

グ

ソ
ン

が

『

ソ

連
賃
金

構
造
』

で
一

九
二

八
､

一

九
三

四

年
の

両
年
に

つ

い

て

計
算
し

た

業
種
別

賃
金

収
入
の

四

分
位
比

率
(

タ
＼

の
印

)

の

値
を

利
用
し

て
一

九
二

八

-
一

九

三

四

年
の

格
差
の

欒
化

率
を

求
め
､

こ

れ

を

他
の

資
料
か

ら

え

ら

れ

る

同
一

業
種
に

つ

い

て

の

一

九
二

八

-
三

四

年
の

平

均
貸
金

収
入

欒
化

率
と

相

関
さ

せ

て

み

る

こ

と
が

で

き
る
｡

第
六

圏

は

そ
の

結
果
を

示
し
､

相

関
係

数
は

-
〇
.

ご
㌍
､

腕

製
品
､

裁
縫
を

除
く

と

ー
〇
.

宗
訟

と
い

う
か

な

り
の

値
を

う

る
(

後

者
の

同

席
線
は

吋
=
-
･

〇
N

O

-
∞
･

設
与

力
一｡

肖
の

雇
用

量
の

1′



( 2 7 )■ 敢骨董 義工 業他 の 過程に 益け る 雇由と貸金

業 S 圃 雇用 と賃金収 入 の 相闇 (2)

A . 中国全国民経済部門労働者職員
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丘
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･
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1

1

対
前
年
比
平
均

賃
金
収
入
増
加

率
(

%
)

( 千名)
1 , 00 0 2 , 0 0 0 3 , 0 00

年 間雇 傭増加数
5 0 0

( 1 9 2 8- 3 2 の み)
1 0 g ア = 0 . 3 4 0 6 1 0 g g ＋0 .1 3 87

γ = = 0 . 8 9 9 1
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30

20

15

10

7

6
二
5

対
前
年
此
平

均
貸
金
収
入
(

月
)

増
加

率
(

%
)

( 1 9 3 4- 37 の み )
1 0 g ア = 1

.
0 1 8 4 10

g
才 一 1 . 48 8 4

γ; = 0 . 9 8 3 2

欒
化

と

貸
金

収
入

水
準
の

襲
化
の

相

関
に

つ

い

て

は
､

資
料
の

制

約
か

ら

全

国
民

経
済
部
門
勢
働
者
職

員
(

中
･

ソ
)

お

よ

び

大

規

模
工

業
(

ソ

連
)

の

範
囲

で

の

検
討
に

止

め
ざ

る

を

え

な

い
｡

第

七

固
で
一

見
し
て

明

ら
か

な

よ

う
に
､

ソ

連
で

は

両
者
の

関
係
は

一

九
三

二

年

前

後
で

全

く

異
っ

た

二

つ

の

型

を

示

す
｡

一

九
二

八

-
三
一

年
の

型
ほ

雇
用

増
加
率
が

貸
金

増
加
率
に

お

く
れ

る

型

(

第
一

型
)

で

あ

り
､

一

九
三

二

-
三

七

年
の

型

は

前
者
が

後
者
を

は
る

か

に

上

回
る

型
(

第
二

型
)

で

あ

る
｡

一

九

五

二

-
五

七

年
の

〝

′

中
国
の

些
は

朗

ら

か

に

第
一

型
に

類
似
し

て

い

る
｡

各
々

の

型
の

ぶ
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虹食主義土業鹿の埠程に壷け る慮舟と賃金

八

六

六

～
七

〇

-
一

九

〇

六

～
一

〇

の

問
の

年

率
玉

萄

黍
二
･

(

1 4
)

九

%
､

.
食
用

小

奔
二
･

六

%

(

こ

の

間
の

人

口

檜
加

率
二

二

%
)

､

植

民

地

米
輸
入

政

策
へ

の

捧
換
前
の
一

八

七

八

～
八
二

-
一

九

〇

八

～
一

二

の

問
の

日

本
の

米
生

産
高
年
率
増
加

率
一

･

八

%
(

こ

の

間

(

娼
)

の

人

口

増

加

率
〇
･

九

%
)

等
も

参
考
に

な
る

が
､

よ

り

適

切

な

比

較
材

料
と

な
る

の

は

イ

ン

ド

の

第
一

次

五

カ

年

計

量
(

一

九
五
一

～
五

二

i
一

九
五

五

～
五

六
)

の

食
糧
生

産

賓
積
で

あ

ろ

う
｡

こ

の

計
量

は

農
業
畿

展
に

重

鮎
を

指
向
し

た

と
い

う

意
味
で

本
稿
の

目

的
か

ら

注
目

す
べ

き

計
毒
で

あ

り
､

こ

の

五

年

問
に

二

〇
-
二

五

%
の

増
産
が

賓
現
さ

れ

た
｡

し

か

し
こ

れ

に

は

統
計
上
の

疑
問

も

残
さ

れ

て

お

り
､

ま
た

よ

り

重

要
カ
ニ

と

は
､

天
候
に

よ

る

生

産
高
の

愛
動
が

激
し

く
､

中

国
の

よ

う
に

着
賓
な

上

昇
ト

レ

ン

ド

(

1 6
)

が

み

え

な
か
･
つ

た
こ

と
だ

と

さ

れ

て

い

る
｡

第
二

の

問
題
は
､

工

業
化
の

開

始
に

も
か

～

わ

ら

ず
食
塩
生

産

の

増

加
率
が

こ

の

よ

う
で

あ

る

さ

い

に

生

じ

易
い

｢

食
塩
問
題
+

あ
る

い

は

｢

穀
物
問
題
+

に

関
連

す
る

が
､

お

そ

ら

く

問
題
の

中

心

鮎
は

食
糧
生

産
セ

ク

タ

ー

に

お

け

る

農
民
の

食
糧
滑
費
に

た

い

す
る

所
得
弾
力

性
の

値
に

か

1

つ

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
､

問

題
を
い

ま

少

し

具
膿
的
に

説
明
す
る

と
､

い

ま

人
口
一

人
あ

た

り

食
糧
生

産
高
が

不

愛
で

あ

る

か
､

･

あ

る

い

は

僅
か

し
か

増
加
せ

ぬ

さ

い

に
､

工

業
化
に

伴
う
虔
業
人
口

の

非
農
業
へ

の

移
動
に

應
じ

て

農
業
セ

ク

タ

ー

の

食
糧
が

充
分
に

非
農
業
に

供
給
さ

れ

る

か

ど

う
か

-
す
な

わ

ち
こ

の

供
給
は

少

く
と

も

非
農
業
セ

ク

タ

ー

の

箕
賃
貸
金
の

不

欒
を

保
護
す
る

程
度
に

行
わ

れ

ね

ば

な

ら

ず
､

そ

の

た

め

に

は

農
業
セ

ク

タ

ー

家
計
に

お

け

る

食
塩
滑

費
の

所
得
弾

力

性
値
は

こ

の

供
給
を

保
産
す
る

程
度
の

低
い

値
で

な

け

れ

ば

な

(

1 7
)

ら

な
い

が
､

そ

れ

が

可
能
か

ど

う
か

で

あ

る
り

ゎ

れ

わ

れ

は

歴
史

的
経
験
を

こ

の

よ

う
な

諸
牽
数
と
の
.
関
係
に

お

い

て

検
討
す
る

材

料
を

用
意
し
て

い

な
い
｡

し
か

し

中

国
や

ソ

連
で

捉

え
る

こ

と
の

で

き
る

問
題
は

食
塩
の

商
品
化

率
が

低
下

す
る

不

断
の

脅
威
に

さ

ら

さ

れ

た

こ

と
で

あ
っ

た
｡

中
国
の

食
糧
商
品

化

率
の

公
表
数
字

は

第
一

次
五

カ

年
計
童
期
間
を

平
均
し
▲

て

二

八

%
で

あ
っ

た

が
､

年
々

の

欒
動
が

激
し

く
､

明

瞭
な

ト

レ

ン

ド

を

示

し
て

い

な
′
い
｡

と

く
に

豊

作
年
の

数
字
が

却
っ

て

低
い

こ

と
が

注
目
さ

れ

る
｡

ソ

連
で

は

市

販

徐
剰
の

問
題
が

表

面
化
し

た
一

九
二

六

～
二

七

年
度

の

そ

れ

は

僅
か
一

三
･

三

%
で
､

次
の

二

年
間
は

さ

ら

に

悪

化

す

る
｡

一

商

品

化

率
低
下

の

も
っ

と

も

主

要
な

原
因
は
､

土

地

改

革
を

通
じ
て

農
村
の

所
得
階
層
別

分
布
が

著
し

く

平
準
化
し

た

こ

と

で

あ
っ

た
｡

し
た

が
っ

て

そ

れ

が

加
重

平
均
さ

れ

た
エ

ン

ゲ

ル

係
数

の

上

昇
､

所
得
弾
力

性
の

上

昇
を

伴
っ

た

こ

と

ほ

容
易
に

恕
像
で

淵

▲

T
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○

物 工 農 _
l

上

.
こ

貴 け･ 金 が 面 鉄 人 化 に 化 設 た 意 を い 農 南 に ン 産

貿 れ の 明 で さ 苦 闘 な 過 全 か 識 知 て 菜 園 つ ゲ 物 ‾
′

.
1

･
ミ
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一
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望
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そ至言禦言墓孟芸碧
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＼

た 績 を ○ い 面 マ

丁 と 質 屋 に は 題 た 下 本 段 利
い で 記 年 て の イ ー え 貨 史 海 多 が

0

に 質 階 化
す あ へ 藤 代 い

(
イ ナ 八 ば 金 的 外 く と 資 た 的 で が

る る空し に る聖 ン ス
ー

古 の 軽 か の り 本 い 原 は 間
}

‾■

努
○

て い
○
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働 の が げ 義 る で 業 に
供

の に て た は 的 か は た
反 よ 食 が 最 封 っ 別 こ

り 糧
､

近 策 た と と
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鼓含重義土業化の過程 たあii る 雇用と貸金

一

つ

の

境

界
線
と

し

て
､

家

計
の

就
業
率
骨
加
に

よ
っ

て

家

計

全

膿
の

資
質
収
入

が

維
持
で

き
る

か

香
か

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

る
｡

第
九

表
に

お

い

て

貴

賓
賃
金
の

下

落
に

も
か

1

わ

ら

ず
国
民

一

人
あ

た

り

滑
費
水

準
の

微
増
が

み

ら
れ

た
こ

と

は
､

ソ

連
の

場

合
が

こ

の

境
界
線
の

内
側
に

あ
っ

た
こ

と

を

示

す
一

つ

の

目

安
と

な

る

で

あ

ろ

う
｡

締
め

括
り

卜

し
て

両

国
を

通
じ
て

み

た

計
量
セ

ク

タ

ー

に

封
す

る

努
働
供
給
曲
線
の

形
状
を

推
定
し

ょ

う
｡

貨
幣
貸
金

タ

ー

ム

の

そ

れ

は

雇
用
の

増
加
に

伴
い

水

準
の

急
上

昇
を

み

る

形
で

あ
っ

た
｡

イ
ン

フ

レ

を

消

去
し

た

さ

い

の

雇
用
に

た

い

す
る

貸
金

永

準

の

弾
力

性
の

億
は

○

く
①

ユ
ー

ヨ
e

で

み

て

中

国
で
一

･

〇
に

近

く
､

ソ

連
で

〇
･

三

四
か

ら

約
一

･

〇

の

間
で

あ
っ

た

(

第

八

周
)

｡

し

か

し
こ

の

億
は

充
分
な

説

明
を

輿
え

難
い
｡

む

し

ろ
こ

の

段
階
で

は

雇
用
の

急
速

携
大
が

イ
ン

フ

レ

を

招
束
し
､

そ

れ

が

貸
金

水

準

を

累
積
的
に

押
し

あ

げ
る

効
果
を
も
つ

こ

と

が

必

至

だ

と

解
す
れ

ば
､

イ

ン

フ

レ

滑

去
前
の

第
九

固
の

形
を
こ

の

よ

う

な

理

解
の

下

に

そ

の

ま

ま

採
用

す

る

の

が

賢
明
か

も

知
れ

な
い
｡

こ

の

イ

ン

フ

レ

は

雇
用

増
加
率
と

な

ら

ん

で

農
業
セ

ク

タ

ー

か

ら
の

食
塩

供
給

率
に

よ
っ

て

も

影
審
を

う

け
る

が
､

も
し

後
者
が
一

定
だ

と

す
れ

ぼ
､

雇
用

檜
加
率
は
一

方
で

貨
幣
賃
金

水

準
を

び

き

あ

げ
る

と

同

時
に

他

方
で

資
質

貸
金

水

準
に

マ

イ

ナ

ス

の

作
用
を

輿
え
る

わ

け

で

あ

る
｡

資

質
貸
金
タ

ー

ム

の

弾
力

性
を

測
る

こ

と

は

現

在
の

資

料
で

は

で

き

な
い
｡

し
か

し
そ

れ

は

雇
用

増
加

に

伴
っ

て

貨
幣
貸

金
タ

ー

ム

の

供
給
曲
線
が

連
横
的
に

下
方

に

シ

フ

ト

す
る

形
で

考

え

た

ら

よ

か

ろ

う
｡

こ

の

資
質
貸
金

水

準
が

労
働
者
世

帯
畢
位
の

貴
賓
収
入

水

準
の

不

愛
あ

る

い

は

微
増
を

保
讃
す
る

か

ぎ

り

に

お

い

て
､

労
働
供
給
は

停
止

し

な
い

と
い

う
こ

と

が

で

き

よ

う
｡

(

1 0
)

→
F
e

邑
○

岩

W
.

S

已
F

已
N

‖

づ

訂

内
Q
(

き
Q

邑
Q

Q
→

笥
已
賀
㌻
Q

さ

♪
､

ゝ

笥
叫

Q

已
叶

S
-

♪

呂
O

G

岩
d

T

H

≡
-

-

諾
ぃ
〉

p
.

山

N

シ

ュ

ル

ツ

が

こ

の

型
を

識
別

す
る

目

安

と

す
る

エ

ン

ゲ

ル

係

数
値
は

農

易

段

階
で

み

た

も

の

で

あ

る
｡

わ

れ

わ

れ

も

資
料
的

補
正

は

行
っ

て

い

な
い

が
､

同

じ

考
え

方
に

そ
っ

て

い

る
｡

(

1 1
)

一

九
五

七

年
上

牛

期
ま
で

の

分

散
的

材

料
に

つ

い

て

は

釜
井

阜

三

｢

中

国

経
済
の

統

計

分

析

-
生

活

水

準
(

上
)

+

『

エ

カ

フ

ェ

通

信
』

一

九
五

七
･

一

〇
･

一

一

に

克
明
に

蒐
集
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

ほ

か

第
四

囲
に

引

用
し

た

江

蘇
省
労

働
局
の

調

査

は

注

目

す
べ

き

で

あ
る
｡

農
村
世

帯
の

生

計
食

糧
支
出
に

つ

い

て

は

諾

震
林

｢

関

於

我

国
農
民

収
入

情
況

和
生

活
水

平

的
初

歩
研

究
+

『

新

牽

牛

月

刊
』

一

九

五

七
･

一

一

競
･

一

〇
五

頁
-
一

一

一

頁

が

も
っ

と

も

重

要
な

参
考

資
料

で

あ
る
｡

(

1 2
)

-
●

C
F
p

勺

m
中
ロ
ー

Q

や

邑
.

∴

宅
P

声

日

-

監
ロ

¥

つ

訂

瞥
見
乳
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